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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　多数のメモリ多重化空間光変調器（ＳＬＭ）を有するイメージディスプレイシステムに
おけるアーチファクト低減方法であって，前記ＳＬＭは独立に制御可能な複数のピクセル
素子を含み，各ＳＬＭは対応する相対的な位置にピクセル素子を有し，各ＳＬＭは異なる
カラーを表わすピクセルデータに基づいて像をディスプレイし，該像は像平面で結合され
，各ＳＬＭに対するピクセル素子は多重リセットグループに割り当てられ，一つのリセッ
トグループの各ピクセル素子は，ＳＬＭに対するリセットグループの全てに共通のメモリ
における対応するメモリセルに結合されており，
　各ＳＬＭに対し，第１リセットグループのピクセル素子に関連するあるビットウェート
のピクセルデータをメモリからロードするステップと，ここで，前記多数のＳＬＭの各々
に対する前記第１リセットグループは，他のＳＬＭの前記第１リセットグループに対して
使用されたピクセルの組と異なる相対位置を有するピクセルの組を含む；
　前記関連するメモリセルからのデータに応答して，各ＳＬＭに対する前記第１リセット
グループのピクセル素子の状態を制御するステップと；
　各ＳＬＭに対する前記第１リセットグループに対するピクセル素子の状態に応答して像
をディスプレイするステップと；
　前記リセットグループを変えながら，前記ロードするステップと，制御するステップと
，ディスプレイするステップとを各リセットグループと前記ピクセルデータの各ビットウ
ェートに対して繰り返すステップと，
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を含むアーチファクト低減方法。
【請求項２】
　多数のメモリ多重化空間光変調器（ＳＬＭ）を有するイメージディスプレイシステムに
おけるアーチファクト低減方法であって，前記ＳＬＭは独立に制御可能な複数のピクセル
素子を含み，各ＳＬＭは多数のローに配列されたピクセル素子を含み，各ＳＬＭは異なる
カラーを表わすピクセルデータに基づいて像をディスプレイし，該像は像平面で結合され
，各ＳＬＭに対するピクセル素子のローは多重リセットグループに割り当てられ，一つの
リセットグループのピクセル素子の各ローは，ＳＬＭに対するリセットグループの全てに
共通のメモリにおける対応するメモリセルのグループに結合されている，イメージディス
プレイシステムにおけるアーチファクト低減方法は，
　各ＳＬＭに対し，第１リセットグループのピクセル素子に関連するあるビットウェート
のピクセルデータをメモリからロードするステップと，ここで，前記多数のＳＬＭの各々
に対する前記第１リセットグループは，他のＳＬＭの前記第１リセットグループに対して
使用されたピクセルのローと異なる相対位置を有するピクセル素子のローの組を含む；
　前記関連するメモリセルからのデータに応答して，各ＳＬＭに対する前記第１リセット
グループのピクセル素子の状態を制御するステップと；
　各ＳＬＭに対する前記第１リセットグループに対するピクセル素子の状態に応答して像
をディスプレイするステップと；
　前記リセットグループを変えながら，前記ロードするステップと，制御するステップと
，ディスプレイするステップとを各リセットグループと前記ピクセルデータの各ビットウ
ェートに対して繰り返すステップと，
を含むアーチファクト低減方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明はイメージディスプレイシステムに関し、特に１個以上の空間光変調器を使用して
カラーディスプレイを発生するディスプレイシステムにおけるアーチファクト低減方法に
関する。
【０００２】
【従来の技術】
空間光変調器（ＳＬＭ：spatial light modolator ）に基づいたイメージディスプレイシ
ステムが陰極線管に基づいたイメージディスプレイシステムに代わるものとして次第に使
用されつつある。イメージディスプレイ応用に使用されるＳＬＭは像平面へ光を放出もし
くは反射するピクセル発生素子アレイである。画素と識別して、ピクセル発生素子自体を
“ピクセル”と呼ぶことが多い。１つの画素を発生するのにＳＬＭアレイの２つ以上のピ
クセルを使用できることが判れば、この用語は前後関係から自明である。
【０００３】
デジタルマイクロミラーデバイス（ＤＭＤ：digital micro-mirror device ）はＳＬＭの
１種である。ＤＭＤは数百乃至数千個の小さな傾斜ミラーのアレイを有している。傾斜で
きるようにするために、各ミラーは支柱に載置された１個以上のヒンジに取り付けられ、
下層の制御回路から空隙により間隔がとられている。制御回路は静電力を与え、それによ
り各ミラーは選択的に傾斜する。各ミラー素子により１画素の強度が与えられる。
【０００４】
所与の時間にどのピクセルをオンオフするかによって像が画定されるように、ＤＭＤのミ
ラー素子を個別にアドレスすることができる。ＤＭＤのミラー素子をアドレスするために
、各ミラー素子はアドレス信号のオンオフ状態を決定する少しのデータを記憶するメモリ
セルと連絡されている。ミラー素子が像平面へ光を反射するか否かを示すハイもしくはロ
ー信号により各ミラー素子がアドレスされる点でアドレッシングはバイナリである。ミラ
ー素子のＤＭＤアレイ周辺のデータローディング回路を介してメモリセル内に入力データ
を記憶することによりＤＭＤは“ロード”される。
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【０００５】
ピクセルデータは空間“ビットプレーン（bit-plane ）”フォーマットでＤＭＤのメモリ
セルへ送られる。このフォーマットでは各フレームに対してデータはピクセル毎ではなく
全ピクセルのビットウェイト（bit-weight）により配置される。このフォーマットでは１
フレーム期間中に、各々がそのミラー素子のｎビットピクセル値の異なるビットウェイト
を表す、連続アドレス信号により各ミラー素子をアドレスすることによりグレイスケール
像を発生することができる。アドレッシングに使用されるビットのビットウェイトが上位
であるほど、ミラー素子がオンのままとされる時間が長くなる。最も明るい強度に対して
は、ミラー素子はアドレスされる度にオンとされる。これは本質的にパルス幅変調であり
、多くのバリエーションが可能である。連続するフレームに対するデータによりＤＭＤを
再アドレスすることにより移動像を発生することができる。
【０００６】
カラーイメージに対する１つの方法は、各原色（Ｒ，Ｇ，Ｂ）について１個ずつの、３個
のＤＭＤを使用することである。各ＤＭＤの対応するピクセルからの光は観察者が所望の
カラーを知覚するように収束される。もう１つの方法は１個のＤＭＤと原色区画を有する
カラーホイール（color wheel ）を使用することである。さまざまなカラーに対するデー
タがカラーホイールへシーケンスされ同期化されて目の中でシーケンシャルな像が連続す
るカラー像へ統合されるようにされる。第３の方法では２個のＤＭＤが使用され、一方は
２色間の切り替えに使用され、他方は第３色を表示するのに使用される。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
どんなディスプレイシステムでもそうであるが、ＤＭＤベースディスプレイシステムから
の像の品質はアーチファクトを解消することにより改善される。潜在的なアーチファクト
には観察者がまばたきしたり、目を動かしたり、目の前で手を振ったりした時にフラッシ
ュや筋として現れる一時的な輪郭線が含まれる。もう１つのアーチファクトは動き輪郭線
であり、それは移動物体を目で追っている時に疑似輪郭線として現れる。疑似輪郭線は急
峻なエッジにおけるゴースト像もしくは緩やかに変化する領域におけるアーチファクト輪
郭線である。メモリ多重化として知られるデータローディング法を使用するＤＭＤディス
プレイシステムに特有な他種のアーチファクトもある。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
　本発明の１つの特徴は多数のメモリ多重化空間光変調器（ＳＬＭ）を有するイメージデ
ィスプレイシステム内のアーチファクト低減方法である。この種のシステムでは、各ＳＬ
Ｍは異なるカラーを表すデータに基づいた像を同時にディスプレイし、像は像平面におい
て結合される。ＳＬＭは“対応する”ＳＬＭロー（ｒｏｗ）を有し、それは対応するロー
位置を有するローである。メモリ多重化のために、ＳＬＭのローはリセットグループ内で
接続されている。各リセットグループは各ＳＬＭのいくつかのローからなり、対応するＳ
ＬＭローは同じリセットグループ内には無い。ＳＬＭへデータをローディングする間に、
第１のリセットグループにはピクセルデータの、あるビットウェイトを有するデータがロ
ードされる。このデータは、次のリセットグループにピクセルデータの、あるビットウェ
イトを有するデータがロードされる間に、ディスプレイされる。これらのローディングお
よびディスプレイステップは各リセットグループおよびピクセルデータの各ビットウェイ
トに対して繰り返される。
【０００９】
本発明の利点はリセットグループが対応するＳＬＭローを含んでいないため、スプリット
リセット構成の周期性によるアーチファクトが低減されることである。例えば、スプリッ
トリセット構成が水平であれば、水平線構造を知覚する傾向が少なくなる。
【００１０】
本発明は１個のＳＬＭを使用してカラーホイールを介したさまざまなカラーの像を逐次表
示するシングルＳＬＭシステムにも有用である。この場合、１組のＳＬＭローしかない。
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１つのカラーに対するリセットグループは別のカラーに対するリセットグループとは異な
るローを有している。
【００１１】
【発明の実施の形態】
図１および図２は、それぞれ、ＳＬＭに基づくカラーディスプレイシステム１０および２
０のブロック図である。システム１０はカラーホイールを介したさまざまなカラーの像を
逐次ディスプレイする１個のＳＬＭを使用している。システム２０は３個のＳＬＭを使用
し、その各々が像の異なるカラーに対するデータを同時にディスプレイする。後記するよ
うに、カラーディスプレイがシステム１０のように逐次与えられるかシステム２０のよう
に同時に与えられるかに拘わらず、各システムは多数のデータチャネルを有し、各チャネ
ルが異なるカラー用とされている。一般的に、本発明はさまざまなチャネルのデータのタ
イミングを変えてディスプレイされる像内のアーチファクトを低減するものである。
【００１２】
例えば、システム１０のＳＬＭ１４およびシステム２０のＳＬＭ１４はＤＭＤ型ＳＬＭで
ある。後記するように、本発明ではメモリ多重化ＳＬＭが使用される。ＳＬＭがＤＭＤで
ある場合には、リセットされるまでオンもしくはオフ位置に設定されたままとされる傾斜
ミラーのラッチング特性によりこのメモリ多重化が可能とされる。この特性により、１組
のミラー素子が既に設定されている時にもう１組のミラー素子を関連するメモリセルへロ
ードすることができる。これによりミラー素子はメモリセルを共有することができる。
【００１３】
システム１０やシステム２０が受信するイメージ信号はデジタル信号もしくは後にデジタ
ル形式に変換されるアナログ信号とすることができる。例えば、入信号は放送されたテレ
ビジョン信号のようなアナログ信号と考えることができる。
【００１４】
図１および図２には、主画面処理にとって重要な構成要素しか示されていない。同期化お
よびオーディオ信号の処理やクローズドキャプショニング（closed captioning ）等の機
能に使用される他の構成要素は示されていない。
【００１５】
システム１０およびシステム２０は“フロントエンド”構成要素と同じような構成を有し
、ＤＭＤ１４へデジタル像データを与えるための、信号インターフェイス１１、処理シス
テム１２、およびフレームメモリ１３、を含む。これらの構成要素についてはシステム１
０およびシステム２０に対して共通に検討し、ＤＭＤ１４および２つのシステムの関連す
る光学系については別々に検討する。システム１０およびシステム２０を共通に検討する
場合には、ＤＭＤはシステム１０の１個のＤＭＤもしくはシステム２０の多数のＤＭＤ１
４を表す。
【００１６】
信号インターフェイス１１はアナログ入力信号を受信し、ビデオ信号、同期信号、および
オーディオ信号に分離する。信号インターフェイス１１は、それぞれ、信号をピクセルデ
ータへ変換しクロミナンスデータから輝度データを分離する、Ａ／Ｄコンバータおよびカ
ラーセパレータを含んでいる。別の実施例では、カラー分離はＡ／Ｄ変換を行う前にアナ
ログフィルタを使用して行われる。
【００１７】
プロセッサシステム１２はさまざまなピクセル処理タスクを実施することによりディスプ
レイするピクセルデータを準備する。プロセッサシステム１２は処理中にピクセルデータ
を格納する、フィールドおよびラインバッファ等の、さまざまなメモリデバイスを含んで
いる。
【００１８】
プロセッサシステム１２により代表的に実施される１つのタスクはインターレースされた
データの前進走査変換であり、インターレースされたデータの各フィールドが完全なフレ
ームへ変換される。他の処理タスクはスケーリング、色空間変換、もしくはガンマ補正で
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ある。色空間変換中に、輝度およびクロミナンスデータはＲＧＢデータへ変換される。Ｄ
ＭＤ１４の線形特性によりガンマ補償は不要となるためガンマ補正によりガンマ補償され
たデータは逆補償される。
【００１９】
実施例では、プロセッサシステム１２は前進走査変換およびスケーリング等の計算処理タ
スクを実施する“走査線ビデオプロセッサ”を含んでいる。このデバイスはテキサスイン
スツルメンツ社から市販されており、ピクセルデータのラインバイライン処理を行うこと
ができる。
【００２０】
フレームメモリ１３はプロセッサシステム１２から処理されたピクセルデータを受信する
。フレームメモリ１３は、入力もしくは出力において、データを“ビットプレーン”フォ
ーマットへ変換し、ビットプレーンデータをＤＭＤへ送る。従来の技術で検討したように
、ビットプレーンフォーマットはピクセルデータがビットウェートにより再構成されるフ
ォーマットである。これによりＤＭＤ１４の各ピクセルはある時間の１ビットデータの値
に応答してオンオフすることができる。
【００２１】
代表的なディスプレイシステム１０では、フレームメモリ１３は“ダブルバッファ”メモ
リであり、少なくとも２つのディスプレイフレームに対する容量を有することを意味する
。一方のディスプレイフレームに対するバッファへ書き込んでいる間に他方のディスプレ
イフレームに対するバッファをＤＭＤ１４へ読み出すことができる。２個のバッファは“
ピンポン”式に制御してＤＭＤ１４は連続的にデータを得ることができる。
【００２２】
従来の技術で前記したように、ＤＭＤ１４は各ミラー素子のオンオフ状態を有する２進デ
バイスである。データの各ビットに対するビットプレーンはパルス幅変調シーケンスによ
りロードされディスプレイされる。ｎビットピクセルデータに対しては、フレーム期間当
たりｎビットプレーンがある。フレーム期間中に、観察者は２進データを統合してそのフ
レームの像のさまざまな強度を知覚する。
【００２３】
次に図１およびシステム１０を参照して、ＤＭＤ１４へのＲＧＢデータの各フレームへ一
時に１つのカラーが与えられ、データの各フレームがレッド、ブルー、およびグリーンの
データセグメントへ分割されるようにされる。各セグメントのディスプレイ時間はフレー
ム毎に１回転するカラーフォイール１７に同期化され、ＤＭＤ１４が適切な時間にカラー
フォイール１７を介した１つのカラーに対するデータを表示するようにされる。したがっ
て、各カラー（Ｒ，ＧおよびＢ）に対するデータチャネルは各フレームがさまざまなカラ
ーに対するシーケンシャルデータを有するように時間多重化される。
【００２４】
シーケンシャルカラーシステム１０に対して、光源１５から集光レンズ１６ａを介して白
色光が送られ、それは回転するカラーフォイール１７上の一点へ収束される。第２のレン
ズ１６ｂによりカラー光線はＤＭＤのミラーアレイのサイズへ適合される。ＤＭＤからの
反射光により画面１９上に像が投影される。投影レンズ１８はさまざまな画面サイズに調
整される。
【００２５】
図２およびシステム２０を参照して、Ｒ，ＧおよびＢデータについて１つづつの３つの異
なるデータパスに沿って３個のＤＭＤ１４へデータが与えられる。光源１６から集光レン
ズ２６ａを介して白色光が送られ、それはカラーフィルタ２７を介して収束される。各カ
ラーフィルタ２６は異なるカラーの光（Ｒ，ＧおよびＢ）をＤＭＤ１４へ与え、そのカラ
ーに対するデータがディスプレイされる。フィルタ２６ｂによりＤＭＤ１４からの像が再
結合されて投影レンズ１８上へ収束され、画面１９へ像が収束される。システム２０の１
つのバリエーションでは１個の大型ＤＭＤが各カラーに対する領域を有している。
【００２６】
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システム１０およびシステム２０のようなシーケンシャルカラーおよびマルチＤＭＤシス
テムの両方に対する包括的な説明がテキサスインスツルメンツ社が譲り受けたいくつかの
特許および特許出願に記載されている。それには米国特許第５，０７９，５４４号“標準
独立デジタル化ビデオシステム”、米国特許第５，２３３，３８５号“白色光強化カラー
フィールドシーケンシャル投影”、米国特許出願第０７／６７８，７６１号“パルス幅変
調ディスプレイシステムに使用するＤＭＤアーキテクチュアおよびタイミング”、米国特
許出願第０８／１４７，２４９号“デジタルテレビジョンシステム”、および米国特許出
願第０８／１４６，３８５号“ＤＭＤディスプレイシステム”が含まれる。これらの各特
許および特許出願がここに組み入れられている。
【００２７】
本発明の特徴はビットプレーンディスプレイにより遷移エネルギ変化が生じることを認識
することである。ビットプレーンディスプレイでは、特別なデータシーケンスによりピク
セルの各ビットウェートについてディスプレイ時間の順序、すなわちディスプレイ時間の
セグメント、が指定される。単純な例として、８ビットピクセルデータに対するシーケン
スは７，６，５，４，３，２，１，０とすることができ、各ビットウェートに対するディ
スプレイ時間はフレーム中に順次短かくなる。１つのビットレベルからもう１つのビット
レベルへの遷移毎に遷移エネルギが関連している。高い遷移エネルギはアーチファクトと
して知覚することができる。
【００２８】
ピークエネルギレベルを低減する１つの方法はビットウェートを“分割”して各高いビッ
トウェートに対するディスプレイ時間が連続的ではなくフレーム期間中にセグメント化さ
れるようにすることである。例えば、最上位ビットに対するディスプレイ時間は２つの部
分へ分割することができる。次に、最上位ビット（ＭＳＢ）に対するデータがフレーム期
間中に２度ディスプレイされ、その各オン時間は総ＭＳＢ時間の半分である。
【００２９】
図３に前記したビット分割方法の替わりとしてもしくはそれを補足するために使用するこ
とができるディスプレイシーケンス方法を示す。この方法ではアーチファクトを低減する
ように遷移エネルギが分散される。
【００３０】
図３の例では、この方法はシステム２０等のマルチＳＬＭシステムに実施される。各ＤＭ
Ｄ１４はレッド、グリーン、もしくはブルーデータを受信し、したがって各々がＤＭＤ１
４－Ｒ、１４－Ｇ、もしくは１４－Ｂとして示されている。
【００３１】
図３のＤＭＤ１４は各々がメモリ多重化されている。前記したように、これは多数のミラ
ー素子に同じメモリセルからデータがロードされることを意味する。メモリセルを共有す
る各ミラー素子が異なるリセット線に接続されている。全体ＤＭＤに対して、メモリセル
当たりミラー素子と同数のリセット線がある。特定のリセット線に接続されたミラー素子
は“リセットグループ”である。動作について、ミラー素子のリセットグループに対する
全メモリセルにデータがロードされた後で、これらのミラー素子の状態はそのリセット線
上のリセット信号に応答して変化する。メモリの多重化とそれに伴う“スプリット－リセ
ット”データローディング方式についてはテキサスインスツルメンツ社が譲り受け参照と
してここに組み入れられている米国特許出願第０８／３００／３５６号“空間光変調器用
ピクセル制御回路”に記載されている。
【００３２】
　ここに記載する例では、メモリ多重化はロー（ｒｏｗ）（水平の）によるものであり１
つのメモリセルからのミラー素子のファンアウトは４である。したがって、ミラー素子の
連続する４ロー毎に１ローのメモリセルが共有される。メモリセルを共有する４ローのミ
ラー素子は１“ブロック”のミラー素子である。４８０ローのミラー素子を有するＤＭＤ
１４は１２０のブロック４１を有する。各ブロック４１は４ローを有し、それらはメモリ
セルの同じローからデータを受信する。
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【００３３】
代表的なメモリ多重化構成と同様に、各ローは４本のリセット線の１本に接続されている
。図４には、１本のリセット線４２しか示されていないが４本のリセット線がある。リセ
ット線４２は３個のＤＭＤ１４の全ブロックの第１ローを含むリセットグループに接続さ
れる。したがって、リセットグループは全ＤＭＤ１４のロー数の１／４を含んでいる。
【００３４】
リセットグループへのデータは１タイムスライス中にロードされる。次のリセットグルー
プへのデータがロードされている間に、第１のリセットグループのミラー素子はリセット
信号に応答してオンオフされる。
【００３５】
より詳細には、フレームのデータローディング中に、同じブロックロー番号を有するロー
からなるリセットグループがフレーム期間のタイムスライス中にビットウェートによりロ
ードされる。“タイムスライス”はフレーム期間の一部であり、最下位ビットに対するデ
ィスプレイ期間である場合が多い。タイムスライスは短すぎて余分なタイムスライスが許
されない場合もあるが、一般的には、最下位ビットの持続時間により決定される。
【００３６】
１フレームのデータをローディングしてメモリ多重化システム２０上へディスプレイする
１例として、第１のリセットグループのビットｎがロードされ、次に第２のリセットグル
ープのビットｎがロードされ、次に第３のリセットグループのビットｎがロードされ、次
に第４のリセットグループのビットｎがロードされる。次に、第１のリセットグループの
ビットｎ－１がロードされ、次に第２のリセットグループのビットｎ－１がロードされ、
以下全リセットグループの全ビットウェートがロードされるまで続けられる。各リセット
グループ／ビットウェイトに対するデータがロードされると、前のリセットグループ／ビ
ットウェイトデータがディスプレイされる。この例では、ビットウェートは各リセットグ
ループに対して同じ順序に従うが、これは要求されているわけではない。事実、リセット
グループの中では、さまざまなビットウェートシーケンスが有利である。このようにして
、各フレーム期間中に、全ＤＭＤローがそれらのリセットグループを介して、またそのフ
レームに対するデータの全ビットウェートがロードされてディスプレイされる。
【００３７】
システム２０等のメモリ多重化ディスプレイシステムに対しては、画像品質を最適化する
特殊なローディングおよびディスプレイパターンが開発されている。図３の例では、次の
ようなパターンとすることができる。
リセットグループ１、ビットウェートシーケンスａ
リセットグループ２、ビットウェートシーケンスｂ
リセットグループ３、ビットウェートシーケンスｃ
リセットグループ４、ビットウェートシーケンスｄ
前記したように、ローディングおよびディスプレーイング中に、各シーケンスのビットウ
ェートはリセットグループ間で変更される。
【００３８】
図３のＤＭＤ１４が“対応する”ローを有しており、各ＤＭＤ１４の第ｎローが各ＤＭＤ
１４についてその同じ位置にある。したがって、“１”とマークされた各ＤＭＤ１４の第
１のＤＭＤローがディスプレイされるデータの第１ローを受信する。これら３つのローは
対応するローである。同様に、４８０ロー像に対する、各ＤＭＤ１４の第４８０番ローは
ディスプレイされるデータの最終ローを受信する。これらの３つの第４８０番ローは対応
するローである。
【００３９】
図からお判りのように、ＤＭＤ１４のＤＭＤローとそのブロックロー間の連関はＤＭＤ１
４間で垂直にオフセットされている。すなわち、ＤＭＤ１４の所与の１組の対応するロー
に対して、各ＤＭＤローは異なるブロックローと連関されている。例えば、ＤＭＤ１４－
Ｒの第１のローはブロック４１－Ｒ（１）の第１のローと連関されている。しかしながら
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、ＤＭＤ１４－Ｇの第１のローはブロック４１－Ｇ（１）の第４ローに対応している。Ｄ
ＭＤ１４－Ｂの第１のローはブロック４１－Ｂ（１）の第３ローに対応している。
【００４０】
前記したことと一貫して、第１のリセットグループに対しては、連関するＤＭＤローはＤ
ＭＤ１４－Ｒの１，５，９．．．４７７ロー、ＤＭＤ１４－Ｇの２，６，１０，．．．４
７８ロー、およびＤＭＤ１４－Ｂの３，７，１１，．．．４７９ローである。各リセット
パターンは同様なパターンで接続されており、ＤＭＤローは対応するＤＭＤローが同じリ
セットグループ内には無いように接続されている。
【００４１】
前記したように、ディスプレイはミラー素子のリセットグループをローディングしかつリ
セットすることにより発生される。特定のリセットグループがディスプレイされると、連
関するＤＭＤローは対応しない。例えば、リセット線４２に接続されたリセットグループ
がディスプレイされる場合、ディスプレイされるＤＭＤローはＤＭＤ１４－Ｒの１，５，
９，．．．４７７ロー、ＤＭＤ１４－Ｇの２，６，１０，．．．４７８ロー、およびＤＭ
Ｄ１４－Ｂの３，７，１１，．．．４７９ローである。
【００４２】
対応するＤＭＤローとリセットグループ間の連関が非均一であるため、各カラーに対する
データは同じパターンに従うことができる。しかしながら、各カラーに対する遷移時間が
異なるため遷移ピークが低減される。
【００４３】
対応するＤＭＤローを異なるリセットグループと連関させる前記方法は水平メモリ多重化
ＤＭＤ１４に向けられたものであるが、同じ概念を他のメモリ多重化構成に応用すること
ができる。例えば、メモリ多重化は対角とすることができる。水平メモリ多重化の場合の
ように、各メモリセルのファンアウトは１組の垂直に連続するミラー素子である。しかし
ながら、ブロックローは対角線に沿っており、ブロックローｎに対するデータはＤＭＤロ
ー１のピクセル１、ＤＭＤロー２のピクセル４、ＤＭＤロー３のピクセル３、およびＤＭ
Ｄロー４のピクセル２等に対するデータを含むことがある。ｎローを有するＤＭＤに対し
ては、２ｎ－１のブロックローがある。対角メモリ多重化についてはここに組み入れられ
ている米国特許出願第０８／３００，３５６号に詳細に記載されている。
【００４４】
図４は本発明に従って対角分割リセットを行うように構成された３個のＳＬＭの８ｘ８ピ
クセル部を示す。異なるリセットグループに対して１本づつの４本のリセット線４２があ
る。ＳＬＭ１４の対応する４組の対角ローが示されている。各ＤＭＤ１４の対応する対角
ローはさまざまなリセットグループと連関されている。
【００４５】
同じ概念が２個のＤＭＤしかないシステムに応用される。さらに、システム１０等のシン
グルＤＭＤシステムに対しては、ＤＭＤローとリセットグループ間の対応はカラー毎にシ
フトさせて図３の方法のシーケンシャルバージョンを実現することができる。各カラーに
対して、リセットグループを再構成してさまざまなＳＬＭローを含む用にすることができ
る。目の積分（eye's integration ）はフレーム期間内のエネルギの積分に基づいている
ため、フレーム期間内でエネルギレベルを適切に分散させることによりアーチファクトを
低減することができる。
【００４６】
特定の実施例について本発明を説明してきたが、本明細書は制約的意味合いを有するもの
ではない。当業者であれば他の実施例だけでなく開示された実施例のさまざまな改良が容
易にお判りと思われる。したがって、発明の真の範囲内に入る改良は全て特許請求の範囲
に入るものとする。
【００４７】
以上の説明に関して更に以下の項を開示する。
（１）．多数のメモリ多重化空間光変調器（ＳＬＭ）を有し、各ＳＬＭが異なるカラーを
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表すピクセルデータに基づいた像をディスプレイし、像は像平面において結合されるイメ
ージディスプレイシステムにおけるアーチファクト低減方法であって、該方法は、前記Ｓ
ＬＭ内に対応するロー位置を有する前記ＳＬＭのローを識別して対応するＳＬＭローを識
別するステップと、各リセットグループが前記各ＳＬＭのいくつかのローからなりしかも
対応するＳＬＭローが同じリセットグループ内には無いようにリセットグループ内で前記
各ＳＬＭのローを接続するステップと、前記ピクセルデータの、あるビットウェイトを有
するデータを第１のリセットグループへロードするステップと、前記第１のリセットグル
ープへロードされた前記データをディスプレイするステップと、前記リセットグループ間
で交互に各リセットグループおよび前記ピクセルデータの各ビットウェイトについて前記
ローディングステップおよび前記ディスプレイステップを繰り返すステップとからなるア
ーチファクト低減方法。
【００４８】
（２）．第１項記載の方法であって、前記対応するローの各ローが異なるリセットグルー
プ内にあるアーチファクト低減方法。
【００４９】
（３）．第１項記載の方法であって、前記繰り返しステップは前記ビットウェイトがさま
ざまなリセットグループに対してさまざまな順序でロードされるように実施されるアーチ
ファクト低減方法。
【００５０】
（４）．第１項記載の方法であって、前記ローディングステップおよび前記ディスプレイ
ステップはフレーム期間の２つの連続するタイムスライス内で実施され、前記タイムスラ
イスは実質的に最下位ビットウェイトを有するデータに対するディスプレイ時間により決
定されるアーチファクト低減方法。
【００５１】
（５）．第１項記載の方法であって、前記ＳＬＭディスプレイデータの１つは２つのカラ
ーに対するものであり前記ＳＬＭデータの１つは第３のカラーに対するものであるアーチ
ファクト低減方法。
【００５２】
（６）．第１項記載の方法であって、前記各ＳＬＭディスプレイデータが異なるカラーに
対するものであるアーチファクト低減方法。
【００５３】
（７）．第１項記載の方法であって、前記ＳＬＭはデジタルマイクロミラーデバイスであ
るアーチファクト低減方法。
【００５４】
（８）．第１項記載の方法であって、前記対応するローは前記ＳＬＭの水平ローに沿って
おりリセットグループは前記水平ローを含むアーチファクト低減方法。
【００５５】
（９）．第１項記載の方法であって、前記対応するローは前記ＳＬＭの対角ローに沿って
おり前記リセットグループは前記対角ローを含むアーチファクト低減方法。
【００５６】
（１０）．メモリ多重化空間光変調器（ＳＬＭ）を有し、カラーフォイールを介し、異な
るカラーを表すピクセルデータに基づいた像を逐次ディスプレイする、イメージディスプ
レイシステムにおけるアーチファクト低減方法であって、該方法は、各リセットグループ
が前記ＳＬＭのいくつかのローからなるようにリセットグループへ前記ＳＬＭのローを割
り当てるステップと、前記ピクセルデータの、あるビットウェイトを有するデータを第１
のリセットグループへロードするステップと、前記第１のリセットグループへロードされ
た前記データをディスプレイするステップと、前記リセットグループ間で交互に各リセッ
トグループおよび第１のカラーの前記ピクセルデータの各ビットウェイトについて前記ロ
ーディングステップおよび前記ディスプレイステップを繰り返すステップと、前記リセッ
トグループが前記ＳＬＭのさまざまなローを含むように第２のカラーの前記ピクセルデー
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タについて前記割り当て、ローディング、およびディスプレイステップを繰り返すステッ
プとからなるアーチファクト低減方法。
【００５７】
（１１）．第１０項記載の方法であって、前記繰り返しステップは前記ビットウェイトが
さまざまなリセットグループに対してさまざまな順序でロードされるように実施されるア
ーチファクト低減方法。
【００５８】
（１２）．第１０項記載の方法であって、前記ローディングステップおよび前記ディスプ
レイステップはフレーム期間の２つの連続するタイムスライス内で実施され、前記タイム
スライスは実質的に最下位ビットウェイトを有するデータに対するディスプレイ時間によ
り決定されるアーチファクト低減方法。
【００５９】
（１３）．第１０項記載の方法であって、前記リセットグループは前記ＳＬＭの対角ロー
を含むアーチファクト低減方法。
【００６０】
（１４）．第１０項記載の方法であって、前記リセットグループは前記ＳＬＭの水平ロー
を含むアーチファクト低減方法。
【００６１】
（１５）．第１０項記載の方法であって、前記ＳＬＭはデジタルマイクロミラーデバイス
であるアーチファクト低減方法。
【００６２】
（１６）．ＳＬＭに基づいたディスプレイシステム１０，２０内のアーチファクト低減方
法であって、その像はパルス幅変調された強度レベルに対してビットウェイトによりディ
スプレイされるデータに基づいている。この方法はさまざまなカラーの像を同時にディス
プレイするマルチＳＬＭシステム２０や各フレーム期間中にさまざまなカラーの像を逐次
発生するシングルＳＬＭシステム１０に使用することができる。マルチＳＬＭシステム２
０に対しては、本方法はメモリ多重化された、さまざまな時間にロードされディスプレイ
される“リセットグループ”を有するＳＬＭ１４に使用される。ＳＬＭの対応するローは
さまざまなリセットグループと連関付けられている。
【図面の簡単な説明】
【図１】１個のＳＬＭおよびカラーフォイールを使用してカラー像を与えるＳＬＭベース
ディスプレイシステムのブロック図。
【図２】多数のＳＬＭを使用してカラー像を与えるＳＬＭに基づくディスプレイシステム
のブロック図。
【図３】水平メモリ多重化ＳＬＭを有する、図２のシステム内のアーチファクトを低減す
る方法を示す図。
【図４】対角にメモリ多重化されるＳＬＭに対する方法を示す図。
【符号の説明】
１０，２０　ＳＬＭに基づくカラーディスプレイシステム
１１　信号インターフェイス
１２　処理システム
１３　フレームメモリ
１４，１４Ｒ，１４－Ｂ，１４－Ｇ　デジタルミラーデバイス
１５　光源
１６ａ，１６ｂ　レンズ
１７　カラーフォイール
１８　投影レンズ
１９　画面
２６ａ，２６ｂ　集光レンズ
２７　カラーフィルタ
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【図３】 【図４】
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